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第３回茂原市学校再編計画審議会 意見交換シート 

 

・このシートは、議題（１）「学校再編基本計画（案）について」意見交換するための資料です。 

・委員の皆さまにおかれましては、①～④についてご意見くださるようお願いいたします。 

 

① 計画の概要（計画の位置付け、計画期間等）、全体の構成等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学校再編の考え方について [p14] 

・前回審議会の意見をもとにまとめました。資料１を参考に、ご意見があればお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校再編の基本方針について [p15] 

・事務局としては、この３つの項目を軸とし、細かい点について文章で表したいと思います。 

 入れるべき項目や内容についてご意見をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 学校規模ごとの基本的な方向性について [p16] …裏面 
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④ 学校規模ごとの基本的な方向性について [p16] 

 

・今後の具体的な実施計画につなげるため、学校規模ごとに方向性を定め、基本計画に反映させた

いと考えております。 

  例：小学校○～○学級…速やかに統廃合する／統廃合する方向で検討する／ 

    今後の見込等を踏まえ統廃合すべきか検討する など 

・必ずしもこの区分に従う必要はありません（さらに細かくしても、まとめてもよい）。 

・実施計画では、この方向性を原則としたうえで、学校ごとの個別要因を踏まえて策定します。し

たがって、個々の学校を意識したものではなく、教育環境を考えて望ましいと思われる基本的な

方向性について、ご意見をお願いします。 

・実施、検討すべき優先順位についてもご意見ください。 

 

①小学校 

全体の学級数 文科省手引の抜粋 基本的な方向性 

１～５学級 ・複式学級が存在 

・一般に教育上の課題が極めて大きい 

 

６学級 ・クラス替えができない 

・児童数に大きな幅があり、少ない場合

は特に課題が大きい 

・更なる小規模化の可能性なども勘案 

 

７～８学級 ・１つ又は２つの学年を除きクラス替え

ができない 

・全体の児童数なども勘案 

 

９～11 学級 ・半分以上の学年でクラス替えができる 

・全体の児童数なども勘案し課題を整理 

 

12～18 学級 適正規模  

 

②中学校 

全体の学級数 文科省手引の抜粋 基本的な方向性 

１～２学級 ・複式学級が存在 

・一般に教育上の課題が極めて大きい 

 

３学級 ・クラス替えができない 

・生徒数に大きな幅があり、少ない場合

は特に課題が大きい 

・更なる小規模化の可能性なども勘案 

 

４～５学級 ・１つ又は２つの学年を除きクラス替え

ができない 

・全体の児童数なども勘案 

 

６～８学級 ・概ね全学年でクラス替えができる 

・同学年に複数教員を配置できる 

 

９～18 学級 適正規模  

 


